
11 月 18 日、井川小では収
穫祭が行われ、5 年生が学習
田で収穫したお米をみんなで

「だまこ」にし、美味しくいた
だきました。

広

報

桜の里・自然と文化の町　　　秋田県井川町

12
DECEMBER

2017

平成29年12月１日発行

月号
Vol.733



2

　井川町立井川義務教育学校、
来年４月開校に向け、住民説明会を開催

１ 義務教育学校とは

平成 27 年 6 月に学校教育法の一部が改正され、一
人の校長の下、原則として小中免許を併有した教員
が９年間の一貫した教育を行う新たな学校種として、
これまでの小学校、中学校に加えて、新たに「義務
教育学校」が位置付けられました。

【義務教育学校】

修 業 年 数 9 年間 ▼前期課程６年（小学校相当）＋
後期課程３年（中学校相当）

組織・運営 一人の校長、一つの教職員組織

教 育 課 程 ９年間の教育目標の設定
９年間の系統性を確保した教育課程の編成

２ 開校のねらい

町では、学校教育を通し、「豊かな心と確かな学力でた
くましく生きる子供たちの育成」、 「明日の井川を拓く創造
性豊かな児童生徒の育成」に努めてきたところです。

一方、少子化の進行に伴い、井川小・中の児童生徒数は、
井川小学校が統合した昭和 47 年度の 951 名と比較する
と今年度は 294 名で、平成 35 年度では約 80％減少する
ことが予想されています。また、平成 31 年度からは全学
年が 1 学級になること等により、教職員数も減少するこ
とから、豊かな教育環境の維持・向上を図りながら、い

 小・中学校の学習指導要領に準拠した教育

活動を行いますが、９年間を見通して指導方

法や指導内容を重点化し、各学年のつながり

を今まで以上に重視することにより、前期課

程からスムーズに後期課程へ移行できるよう、

教育課程を編成します。

【指導モデル ( 案）】（井川町小中一貫校実施計画（平成 27.2.26）より）

学年区分 前　期　課　程 後　期　課　程

学年段階

の区切り

基礎・基本期 充実・連携期 活用・発展期

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 ７年 ８年 ９年

学習指導

一部教科担任制

学級担任制 教科担任制

乗り入れ授業

井川みらい学（総合的な学習の時間）

特　　長

・学びの基礎、学習習慣づくり ・学びの意欲づくり ・深い学びづくり
・仲間づくり ・学びの円滑な接続 ・自分づくり
・運動の楽しさづくり ・グループによる学習づくり ・運動習慣づくり

・運動の仲間づくり

かに学校教育を充実させるかが大きな課題となっていま
した。

町では、こうした課題を解決するため、長年にわたり
小中一貫教育の実現に向け様々な取り組みを積み重ね、

「学力の向上」、「学校生活の充実」、「豊かな心や社会性
の育成」、「教職員の意識改革」をねらいとし「ともに学
び・挑みつづける児童生徒」を目指す生徒像として、一
つの教職員組織のもとで小中一貫教育を行う義務教育学
校を開校することにしました。

来年４月、新たに開校する「井川義務教育学校」の住民説明会が、10 月
31 日に町民体育館で行われました。説明会には、町民約 130 名が参加し、
町からは齋藤町長をはじめ幡宮教育委員長や大石教育長、教育委員、井川小・
中学校各校長及び教頭が出席し、現時点での方針等を説明しました。説明の
後には、質疑応答が行われ、出席した保護者などから、登校手段やバスの運
行に関して質問がありました。

当日の主な説明内容をここでご紹介します。
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５ 通学路及びスクールバス運行について

井川町小中一貫校推進委員会では、井川地区交通安全協
会、健全育成少年サポートチーム 「井川さくら」、街道町内
安全パトロール隊などの関係機関や井川小・中ＰＴＡによ
る交通安全指導が成果を上げていることを踏まえ、今後も
関係機関のご協力を仰ぎながら、子どもたちが安全に通学
できるよう配慮していきます。

なお、児童の安全面を考慮し県道 228 号線（学校前から
八幡町内間）の通学箇所には、通学路を示す道路標識や看
板等を設置し、坂本堤の現小学校側からの入口付近には、
防犯カメラを設置する予定です。

◆通学方法について◆

県道 228 号線（役場前から坂本十字路間）を徒歩で
通学する場合・大野地町内の児童が飛塚井内線を横断
し通学する場合や低学年児童の身体能力・状況判断能
力が十分に発達していないこと等を考慮し、安全に登
校できるよう以下の通学方法としました。
□徒歩で通学する児童

坂本（飛塚含む）・保野子・横岡・大倉・八幡の各町内の児童。
但し、飛塚地区の児童は積雪時の安全確保のため、12 月 1
日から 3 月 31 日はスクールバスの利用が可能となります。
□スクールバスで通学する児童

上記以外の町内。なお、新たにバス通学になる町内
のバス停は、保護者等からのご指摘を踏まえ、決定し
だい学校等を通じお知らせします。

６ 学校行事などについて

【主な学校行事】
今まで小学校や中学校のそれぞれの学年で行っていた行

事は、基本的に継続して行う予定です。また、運動会やなべっ
こ遠足、学校祭は全校行事として検討しています。

【今後の予定】

▽新入生保護者を対象とする入学説明会の開催予定日
・とき　平成３０年２月２日（金）
・会場　井川中学校
・時刻　１年生保護者入学説明会　13:30～
　　　　７年生保護者入学説明会　15:30～

▽始業式の予定日　
　　平成３０年４月６日（金） 

▽開校式、入学式の予定日　
　　平成３０年４月９日（月）
※開催日程等の詳細については、
後日、それぞれの学校から保護者
に案内文が配付されます。

　 　

３ 乗り入れ授業・一部教科担任制とは

現在、小学校では学級担任が全教科、中学校では
教科担任が指導にあたっていますが、例えば、後期
課程（７～９年生）の理科の先生が前期課程（５・
６年生）の理科を指導することを乗り入れ授業とい
います。また、教科免許を所有する先生が、前期課
程で通年にわたり指導することを一部教科担任制と
いいます。これらの指導により、「専門性を生かし
た指導」や「前期課程から後期課程への円滑な接続」
などが可能となり、きめ細かな指導を行うことがで
きます。

４ 井川みらい学とは

ふるさと井川の人々や自然、産業の長所や課題について調
査・インタビューなどの体験活動を通して学び、課題解決の
ためのアイディアを個人やグループ・学級単位でまとめ、町
民への提案などを行う学習です。学習に際しては、学年ごと
にテーマを定め、解決に向けての組織「井川みらい役場」の
各課員になるという設定で取り組みを行います。また、並行
して、自らの将来に関わる学習をそれぞれの活動に加えて行
います。

前期課程（1 年 ~6 年）

井川みらい学（総合）系統イメージ

▽町長と語ろう

▽国花苑案内人
になろう

▽社会人講話会

▽ボランティア
　体験

▽井川町職場体験

▽上級学校調べ▽秋田市職場体験

▽先輩と語る会

▽ 町に観光事業を
提案しよう

▽ドリームマップ（6）

▽事業所等訪問

▽特産品を考えよう

▽農業事業者訪問

▽井川のよさ発見

▽伝統芸能に挑戦

▽ 1/2 成人式

▽町の防災・環境
を考えよう

3 年

4 年

5 年

6 年

7 年

8 年
9 年

過　去

現　在

未　来

▽彫刻・桜博士になろう
▽井川の農業を探る

※１・２年生は、井川みらい学の前段として、主に
生活科を通してふるさとに触れる学習を行う。

井川地区交通安全協会の協力を得て、八郎潟自動車
学校にて「１年生交通安全教室」を行うなど、実地指
導も含めた計画的・継続的な交通安全教育が効果的に
行われていることを踏まえ、現行どおりとします。

冬期間（12 月 1 日～ 3 月 20 日）におけるスクール
バスの利用に関しては、今戸・小今戸・新屋敷・海老
沢・新間・小泉・宇治木の各町内の生徒が現行どおり
利用可能とし、井内・仲台・大麦・寺沢・葹田・綱木沢・
赤沢の各町内生徒は無料巡回バスを利用し登校するこ
ととします。
【自家用車で送迎する場合】

後日、関係する児童生徒の保護者の方に、送迎する
場所等を示した通知を学校等より配付いたします。

後期課程（7 年 ~9 年）

▽ドリームマップ

　　　　
ふるさと井川の学び

　　　　
キャリア教育
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Ａ：日課表は、１年生から４年生（４５分授業）、５年
生から６年生（４５分と５０分授業）、７年生から９年生

（５０分授業）の三つに分け、５０分授業にスムーズに移
行できるようにします。また、チャイムは、１校時、３校
時、５校時の始まりや給食の開始時などに鳴ります。

井川義務教育学校Ｑ＆Ａ
井川義務教育学校説明会時に配付したＱ＆Ａの

一部をご紹介します。義務教育学校について、不
明な点や質問等がありましたら、井川町教育委員
会にご連絡ください。

【問い合わせ】
井川町教育委員会

電話８７４－４４２４
有線４５３８

Ｑ 義務教育学校とはどんな学校なの？
Ａ：一人の校長、一つの教職員組織で前期課程６年
（小学校相当）、後期課程３年（中学校相当）の9年
間の系統性・継続性を確保し、一貫した教育を行う
学校です。9年間を一貫した教育方針のもとで指導す
ることになりますので、例えば、小学校高学年相当
（5・6年生）から一部教科担任制を取り入れたり、
小・中学校の先生が一緒に授業を進めることなどで中
学校相当段階への緩やかな接続が可能となります。
また、1年生から9年生が交流することで、低学年児
童は高学年生徒への憧れ、高学年生徒は自尊感情を育
むことなどが期待できます。

Ⅰ）学校運営・設備関連・各行事
Ｑ どのような教育内容に重点を置いて特色を出すの？

Ａ：少子化が進行する中、豊かな教育環境（児童生徒
数・教職員数、施設設備等）の向上を図り、小中一貫教
育により学力向上など今まで以上の学校教育の充実を図
ります。①「学力向上」②「学びをつなぐ」、「仲間をつな
ぐ」、「地域をつなぐ」など「つなぐ」教育活動の充実③合
同行事、合同体験学習、異学年交流活動の充実による豊
かな心や社会性の育成などを重点事項として特色を出す
予定です。

Ｑ 校歌はどうなるの？
Ａ：現在の井川中学校、井川
小学校のそれぞれの校歌を第
一校歌、第二校歌として今後
も引き継いでいきます。

Ｑ 前期と後期課程では授業時間や休み時間が異なる
が、どう対応するの？

Ｑ 前期と後期課程の教室は区切られているの？
Ａ：前期課程教室と後期課程教室は渡り廊下を挟んで少
し離れた構造になっています。

Ｑ 卒業式や入学式はどうなるの？
Ａ：義務教育学校の修業年限は９年間になりますの
で、入学式は１年生、卒業式は９年生で行うことにな
りますが、発達段階における節目も大切にしたいと考
えております。このため、６年終了時の行事について
は、保護者の皆様のご意見等をお聞きしながら検討し
て参ります。

Ｑ 全校行事（運動会等）はどのように行うの？
Ａ：異学年交流活動等により、豊かな心や社会性を育
むことは義務教育学校の特色の一つです。前期・後期
課程それぞれの良さを取り入れながら、１年生～９年
生まで全校児童・生徒で実施する方向で内容も含め検
討しております。

Ｑ 授業内容に変更はあるの？
Ａ：前期課程と後期課程はそれぞれ小学校及び中学校
の学習指導要領に準拠した内容をそれぞれの学年で指
導しますが、乗り入れ授業や一部教科担任制などによ
り、今までより専門性を重視したり、９年間を見通
し、一人一人に対応したきめ細かな指導を行います。

Ⅱ）学習指導・生徒指導

Ｑ 制服や体育着はどうなるの？
Ａ：制服は７年生に進級したと
き、現在の中学校と同じ制服に
なります。１年生から６年生
は、現在の小学校と同じ決まり
になります。体育着は１年生と７年生が新しいデザイン
の体育着となりますが、それ以外の学年は今使用してい
るもので構いません。また、買い替える時は新しいデザ
インの体育着を購入することになります。

▲
新
し
い
体
育
着

Ｑ １年生から４年生に対する学習指導上の
工夫はあるの？
Ａ：基礎・基本の定着について、これまで以上に充実
した取り組みを行います。また、１年生から４年生で
も、音楽や体育の乗り入れ授業を行うなど専門性を生
かした授業の実施について検討しています。

Ｑ 小学６年生は、最高学年としてリーダーシップを
発揮してきたが、今後はどうなるの？
Ａ：今までは、小学校６年生で発揮してきたリーダー
シップが、中学校１年生になると発揮する場面がなく
なるなどの課題がありました。義務教育学校では、
リーダーシップの育成を９年間全体の中で、また、学
年段階の区分を生
かした行事や取組
により継続的に育
成するよう工夫し
てまいります。
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の写真に思いを馳せておりました。
また、発表会では、旧井川東・

西小などの校歌を参考に、子ども
たちが考えたフレーズ等を加え、
季節ごとに作成した詩を児童らが

「群読」し、会場からは大きな拍手
が贈られていました。なお、来年
度には、曲を付け発表する予定と
のことです。

井川小学校内に歴代卒業生の集合写真を展示！

Ｑ スポーツ少年団の練習場所はどこになるの？
Ａ：ミニバスケットボール（男女）は現在の井川小学
校体育館、卓球は町民体育館、空手・剣道・相撲・柔
道は町民武道館、野球は平日が町民球場、土・日及び
祝日は現在の井川小学校グラウンドでそれぞれ練習す
ることになります。

Ⅲ）スポ少、部活など

Ｑ ＰＴＡは前期と後期課程を合同で実施するの？
Ａ：井川町小中一貫校推進委員会では、ＰＴＡ総会は
前期課程と後期課程を合同で行うことを確認していま
すが、総会を含め開催日程等については、今後、ＰＴ
Ａ役員と学校が協議をする予定です。

Ｑ スポーツ少年団と部活動が合同で練習する
ことはあるの？
Ａ：スポーツ少年団と部活を合同で行う場合、所属す
る団体（日体協、中体連）が異なるため、それぞれの
指導者が練習場所に居なければならない等の制限があ
りますので、練習の日程等について条件が合えば合同
練習を行う場合があります。

放課後の児童・生徒の動き
＜前期課程＞

曜日 学年 放課時刻 放課後の動き

月・金
1 ～ 3 15：00

・スクールバスや徒歩又は自
家用車利用による帰宅

・放課後児童クラブへ
・スポ少の練習へ

4 ～ 6 16：00

火
１ 15：00

2 ～ 6 16：00

水 1 ～ 6 15：00

木
1 ～ 2 15：00

3 ～ 6 16：00

＜後期課程＞
曜日 部活練習終了時刻 放課後の動き

月～金 ４月～ 10 月　19：00
11 月～ ３月　18：30 ・部活動へ

井川小学校が今年度をもって廃
校となることから、先生方やＰＴ
Ａ文化部の皆さんのアイディアで、
同校を卒業された歴代の集合写真
を 11 月中旬まで校内に展示しま
した。10月28日に行われた学習
発表会の際には、自分や友人、家
族の写真を探す父兄の方などで展
示会場は大賑わいとなり、皆、昔
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っ
て
い
る
。
こ
う
し

た
状
況
を
打
破
す
べ
く
、
新
年
の
誓

い
な
ら
ぬ
、
12
月
の
誓
い
と
し
て
、

年
内
に
や
る
と
決
め
た
も
の
は
、し
っ

か
り
と
年
内
で
終
え
る
と
、
自
ら
に

課
し
て
残
り
１
ヶ
月
を
過
ご
そ
う
と

考
え
て
い
る
。
ど
う
か
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
も
、
忙
し
い
時
期
で
は
あ

り
ま
す
が
、
思
い
残
し
の
な
い
よ
う

一
年
の
区
切
り
を
し
、
清
々
し
く
新

た
な
年
を
迎
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

さ
て
、
こ
の
度
、
全
県
中
学
校
秋

季
卓
球
大
会
に
お
い
て
、
井
川
中
学

校
が
団
体
の
部
で
優
勝
を
果
た
し

た
。
平
成
５
年
以
来
、
24
年
ぶ
り
の

快
挙
。
生
徒
数
・
部
員
数
が
少
な
い

学
校
が
、
個
人
で
は
な
く
、
団
体
で

優
勝
す
る
こ
と
の
難
し
さ
を
考
え
れ

ば
、
大
変
価
値
の
あ
る
優
勝
だ
。
選

手
一
人
ひ
と
り
が
持
て
る
力
を
存
分

に
発
揮
し
た
こ
と
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

の
良
さ
、
指
導
者
の
戦
術
や
保
護
者

の
支
え
な
ど
、
関
係
者
が
一
丸
と

な
っ
て
掴
み
取
っ
た
結
果
で
喜
び
も

ひ
と
し
お
で
あ
ろ
う
。
心
よ
り
お
祝

い
を
申
し
上
げ
る
と
同
時
に
、
町
民

の
皆
様
と
共
に
喜
び
た
い
。
報
告
に

訪
れ
て
く
れ
た
選
手
た
ち
か
ら
は
、

全
県
を
制
し
た
と
い
う
達
成
感
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
３
月
に
京
都
で
開

催
さ
れ
る
全
国
大
会
に
向
け
、
さ
ら

な
る
高
み
を
目
指
す
と
い
う
決
意
と

気
迫
が
感
じ
ら
れ
た
。
少
し
気
の
早

い
話
だ
が
、
本
町
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ

る
桜
は
、
春
の
到
来
と
と
も
に
花
を

開
く
。
桜
の
開
花
に
は
、
冬
の
寒
さ

が
春
の
暖
か
さ
と
同
じ
く
ら
い
大
事

な
条
件
と
言
わ
れ
、
寒
さ
厳
し
い
時



自
主
防
災
組
織
の
在
り
方
を
考
え
る

地
域
・
家
族
を
守
る
た
め
に
︱

11
月
21
日
、
県
と
国
立
大
学
法
人

秋
田
大
学
地
方
創
生
セ
ン
タ
ー
及
び

町
が
共
同
で
主
催
す
る
「
秋
田
県
自

主
防
災
組
織
育
成
指
導
者
研
修
会
」

を
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
実

施
さ
れ
、
各
町
内
会
の
代
表
者
29
名

が
集
い
ま
し
た
。

本
研
修
会
は
、
地
域
を
担
う
リ
ー

ダ
ー
に
自
主
防
災
活
動
の
大
切
さ
を

知
っ
て
も
ら
い
、
今
後
、
各
地
域
で

積
極
的
に
組
織
づ
く
り
を
推
進
し
て

も
ら
お
う
と
企
画
さ
れ
、
昨
年
度
に

引
き
続
き
今
回
で
２
回
目
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。

研
修
会
で
は
、
県
総
合
防
災
課 

防
災
監 

齊
藤
氏
が
、「
近
年
、
日
本

各
地
で
災
害
が
起
こ
っ
て
い
る
。
大

規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
自

主
防
災
組
織
が
重
要
と
な
る
。
今
日

の
研
修
会
で
得
た
知
識
を
各
町
内
会

で
も
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。」

と
あ
い
さ
つ
。
そ
の
後
、
秋
田
大

学
地
方
創
生
セ
ン
タ
ー 

水
田
教
授

の
「
自
然
災
害
か
ら
家
族
や
地
域
を

守
る
た
め
身
近
な
災
害
危
険
度
を
探

る
」
と
題
し
た
講
話
が
行
わ
れ
、
地

震
が
起
こ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
井
川
町

周
辺
で
過
去
に
起
き
た
地
震
な
ど
に

つ
い
て
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
て
紹
介
。

ま
た
、
講
習
会
の
最
後
に
は
、「
秋

田
県
で
過
去
に
起
き
た
巨
大
地
震
に

つ
い
て
風
化
傾
向
に
あ
る
。
当
地
域

も
決
し
て
地
震
リ
ス
ク
が
低
い
訳
で

は
な
い
の
で
、
巨
大
地
震
が
あ
っ
た

こ
と
を
後
世
に
伝
承
し
、
災
害
に
備

え
る
こ
と
が
重
要
。」
と
述
べ
ら
れ

講
習
会
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

次
に
、
県
総
合
防
災
課
員
の
進
行

で
行
わ
れ
た
「
避
難
所
運
営
図
上

ゲ
ー
ム
」
で
は
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
、
自
分
達
が
避
難
所
の
受
付
担
当

と
な
り
、
年
齢
や
性
別
・
心
身
状
況

等
が
書
か
れ
た
カ
ー
ド
を
避
難
者
に

見
立
て
、
順
に
め
く
り
な
が
ら
避

難
者
を
ど
の
位

置
に
収
容
さ
せ

て
い
く
か
と
い

う
ゲ
ー
ム
を
実

施
。
各
々
の
考

え
を
述
べ
あ
い

な
が
ら
、
共
に

避
難
者
の
状
況

に
応
じ
た
対
応

を
考
え
て
い
ま

し
た
。

地域のリーダー が、

自主的な地域づくりを目指すため、
研修に参加し共に学ぶ

先
進
の
自
治
会
を
視
察
研
修

岩
手
県
一
関
市
下
内
野
自
治
会
を
視
察
︱

本
町
の
地
域
づ
く
り
の
参
考
と
す
る

た
め
、
各
分
野
に
お
い
て
先
駆
的
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
る
地
域
等
を
各
町

内
会
会
長
等
が
視
察
す
る
「
町
内
会
長

会
視
察
研
修
」
が
、
10
月
27
日
か
ら
28

日
に
か
け
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
の
研
修
先
は
岩
手
県
一
関
市

（
旧
大
東
町
）
の
下
内
野
自
治
会
を
研

修
先
と
し
、
幡
宮
会
長
を
は
じ
め
と
す

る
13
名
の
各
町
内
会
の
代
表
者
が
参
加

し
ま
し
た
。

下
内
野
自
治
会
は
、
総
務
省
が
行
う

「
ふ
る
さ
と
づ
く
り
大
賞
」
で
平
成
28
年

度
に
団
体
表
彰
を
受
賞
し
た
自
治
会
で
、

42
戸
・
約
１
１
０
人
の
住
民
が
住
み
、
高

齢
化
率
が
50
㌫
を
超
え
る
中
山
間
地
の

小
さ
な
集
落
で
す
。

同
会
で
は
、
役
員
が
自
ら
先
頭
に
立

ち
、
平
成
11
年
に
地
域
振
興
の
た
め
の

計
画
「
４
Ｗ
Ｄ
計
画
」
を
策
定
し
ま
し

た
。
軽
ト
ラ
ッ
ク
の
４
輪
を
計
画
骨
子

に
見
立
て
、
前
輪
を
「
定
住
人
口
の
倍

増
・
住
環
境
の
充
実
」と
し
、後
輪
を「
交

流
の
拡
大
・
産
業
振
興
」
と
図
示
化
し
、

皆
で
地
域
づ
く
り
に
邁
進
し
て
い
こ
う

と
す
る
内
容
。

そ
の
計
画
の
一
つ
で
あ
る
「
定
住
人

口
の
倍
増
」
で
は
、
田
舎
暮
ら
し
を

希
望
す
る

方
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ

ト
や
専
門

図
書
等
で

募
集
し
た

上
で
、
移

住
・
定
住

者
な
ら
誰

で
も
受
け

入
れ
る
の
で
は
な
く
、
価
値
観
を
共

有
で
き
地
域
づ
く
り
の
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
て
自
治
会
員
が
認
め
た
人
だ
け

移
住
し
て
も
ら
お
う
と
す
る
「
定
住

住
民
審
査
制
度
」
を
設
け
て
お
り
、

こ
の
制
度
に
よ
り
現
在
４
世
帯
が
定

住
し
て
い
ま
す
。
こ
の
他
に
も
、
共

同
で
宅
地
・
山
林
の
分
譲
や
地
区
を

流
れ
る
砂
鉄
川
の
水
質
保
全
活
動
を

行
う
な
ど
、
自
分
た
ち
で
地
域
を
守

り
、
創
り
上
げ
る
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
こ
と
を
聞
き
、
研
修
に
参
加

し
た
町
内
会
長
の
皆
さ
ん
は
、
自
町

内
会
と
比
較
し
な
が
ら
各
々
考
え
を

巡
ら
せ
て
い
ま
し
た
。

今
回
の
研
修
を
き
っ
か
け
に
、
今

後
の
地
域
づ
く
り
が
よ
り
積
極
的
に

行
わ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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◆
環
境
・
保
健
事
業
功
労
者
表
彰

（
栄
養
改
善
事
業
功
労
者
）

お
三
方
は
、
長
き
に
わ
た
り
食
生
活
改
善
推
進

員
と
し
て
、
地
域
住
民
の
食
生
活
改
善
に
尽
力
さ

れ
て
き
ま
し
た
。

◆
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員

連
合
会
会
長
表
彰

（
永
年
勤
続
表
彰
）

細川 英子さん
（街　道）

◆
秋
田
県
民
生
児
童
委
員
協
議
会

会
長
特
別
表
彰
（
創
設
百
周
年
記
念
）

（
永
年
勤
続
表
彰
）

伊藤 靖子さん
（大　倉）

細
川
さ
ん
と
伊
藤
さ
ん
は
、
多
年
に
わ
た
り
民

生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
地
域
の
福
祉
向
上
に

尽
力
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

現
在
、
介
護
老
人
保
健
施
設
﹁
翠
香

苑
﹂
に
入
所
さ
れ
て
い
る
田
中
町
内
出

身
の
藤
田
サ
キ
ヱ
さ
ん
が
満
百
歳
を
迎

え
ら
れ
、
６
日
、
齋
藤
町
長
が
お
祝
い

に
施
設
を
訪
れ
ま
し
た
。

藤
田
さ
ん
は
、
田
中
町
内
に
て
２

人
兄
弟
の
長
女
と
し
て
誕
生
。
そ
の

後
、
結
婚
し
４
人
の
お
子
さ
ん
を
授

か
り
ま
し
た
。

藤
田
サ
キ
ヱ
さ
ん
（
田
中
出
身
）
が

百
歳
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た

―
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
―

現
在
は
、
歳
相
応
の
物
忘

れ
は
あ
る
も
の
の
、
受
け
答

え
は
は
っ
き
り
と
さ
れ
て
お

り
、
好
き
な
食
べ
物
を
尋
ね

る
と
﹁
バ
ナ
ナ
﹂
と
答
え
ら

れ
ま
し
た
。
若
い
頃
は
、
歌

や
踊
り
が
好
き
だ
っ
た
と
い

う
藤
田
さ
ん
、
齋
藤
町
長
が

民
謡
の
話
を
す
る
と
、﹁
今

は
も
う
声
が
出
な
い
。﹂
と

話
さ
れ
ま
し
た
が
、
当
時
よ

り
好
き
で
あ
っ
た
こ
と
が
会

話
か
ら
伺
え
ま
し
た
。

ま
た
、
日
中
の
過
ご
し
方

を
施
設
の
方
に
お
聞
き
す
る

と
、
午
前
は
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
や
お
風
呂
、
午
後
は

リ
ハ
ビ
リ
と
活
動
的
に
過
ご

さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
、
こ
う
し
た
活
動
的
な
生

活
が
長
生
き
に
繋
が
っ
て
い

る
よ
う
で
し
た
。

ど
う
か
今
後
も
、
ま
す
ま

す
お
元
気
で
お
過
ご
し
く
だ

さ
い
。

伊
藤　

悦
子
さ
ん
（
羽　

立
）

小
武
海
イ
サ
さ
ん
（
羽　

立
）

鈴
木　

惠
子
さ
ん
（
小　

泉
）

功
績
を
た
た
え
て

功
績
を
た
た
え
て

瑞
宝
単
光
章
【
へ
き
地
保
健
衛
生
功
労
】

岸
氏
は
、
昭
和
47
年
４
月
か
ら
平
成
16
年
３
月
ま
で
32

年
間
、
保
健
師
と
し
て
井
川
町
に
勤
務
。
保
健
活
動
の
組

織
づ
く
り
や
各
種
健
診
事
業
等
の
推
進
に
大
き
く
寄
与

し
、保
健
行
政
の
基
盤
づ
く
り
に
尽
力
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

な
か
で
も
、
山
間
部
の
辺
地
住
民
に
対
す
る
保
健
指
導
を

献
身
的
に
実
施
し
、脳
卒
中
の
低
減
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
井
川
町
を
退
職
後
も
、
秋
田
看
護
福
祉
大
学
の

講
師
や
聖
霊
女
子
短
期
大
学
等
の
非
常
勤
講
師
と
し
て
、

豊
富
な
知
識
と
経
験
を
活
か
し
後
進
の
育
成
に
努
め
ら
れ

て
お
り
、
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
こ
の
度
、
受
章
さ
れ

ま
し
た
。

◆
秋
の
叙
勲

平
成
29
年
秋
の
叙
勲
伝
達
式
が
11
月
６
日
、
秋
田
県

正
庁
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
町
の
関
係
で
は
、
町
の
保

健
師
で
あ
っ
た
岸 

マ
サ
氏
（
秋
田
市
）
が
瑞
宝
単
光

章
を
受
章
し
、
佐
竹
知
事
よ
り
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

岸　マサ 氏
（秋田市）
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11/11
「第 29 回首都圏ふるさと井川会」開催

ふるさと井川会総会が東京都の総合宴会場オー
ラムを会場に開催され、町出身の首都圏在住者 61
人が参加くださいました。今年は、物販コーナー
にて首都圏では手に入りにくい「桜名月」も販売。
80 本ほど用意しましたが、ほぼ完売となりまし
た。また、祝賀会では、カラオケや盆踊り、町民
歌斉唱などで大いに賑わいました。

来年は節目となる 30 回を迎えますので、首都
圏在住の町出身者の方は、お誘いあわせのうえ是
非ご参加ください。

11/17
ゆうゆうでカラオケ大会を開催

～ 12 名の参加者が熱唱～
23 回目となる老人福祉センターゆうゆうの

カラオケ大会が開催されました。エントリー
した 12 名の方は、それぞれの十

お は こ

八番を熱唱
し、自慢の歌声を披露。魅了されたお客さん
からは、花束や「お花」なども上がり、参加
者の皆さんは気持ちよさげに歌い終えていま
した。また、司会者のトークも面白おかしく、
歌あり笑いありの楽しい大会となりました。

11/25
元気いっぱいにお遊戯を披露！

～こどもセンターまつり～

井川こどもセンターでは恒例となる「こど
もセンターまつり」が行われ、園児たちは、
この日のために一生懸命練習したお遊戯を皆
さんの前で元気よく披露しました。

参観したご家族は、可愛らしく着飾った我
が子をカメラ等に納めながら 1 年の成長ぶ
りを見届け、無事遊戯を終えた園児たちに温
かい拍手を贈っていました。

11/14
井川小２年生が人権について学ぶ

~ 思いやりの心を育む ~
井川町人権擁護委員の皆さんが、井川小 2

年生を対象に「人権教室」を行いました。こ
の教室は、子どもたちに紙芝居を通じ「い
じめ」などの人権問題について考えてもらい、
生命の尊さや思いやりの心を養ってもらおう
と来月行われる人権週間に先立ち行われたも
のです。紙芝居を見た児童は「人のことを思
いやる勉強ができてよかった。」などと立派な
感想を述べ、心温まる授業となりました。
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スポーツの結果です

11 月４～５日
第 34 回秋田県空手道少年錬成大会

（秋田県立武道館）
【個人 組手の部】
　中２女子　第１位　伊藤　朱里
　小３女子　第２位　鈴木こころ
　小４女子　第３位　佐藤　智佳
　小６女子　第３位　伊藤　渚
　中１男子　第３位　伊藤　且樹
　中２男子　第３位　草階　和貴

【団体 形の部】
　第３位　井川町スポ少（中学の部）

　（選手）伊藤朱里／児玉椋汰／草階和貴
11 月 11 日～ 12 日
魁杯争奪ミニバスケットボール

交歓大会（男鹿潟上南秋地区予選）
（五城目町広域体育館）

【男　子】
　優　勝　井川町スポ少／ミニバス
【女　子】
　準優勝　井川町スポ少／ミニバス
※男女とも全県大会へ出場します。
※ 11 月 22 日、ミニバス女子が大会の結果報告等

のため、ご来庁くださいました。

▲全町卓球大会、団体の部

優　勝　街道チーム

▲個人の部　優勝

個人１部（左）半田 るみ さん
個人２部（右）若狹 善友 さん

11 月 12 日
第 53 回全町卓球大会　（井川町民体育館）

【団体の部】 　　　　　　　　　　
優　勝：街道チーム　準優勝：上村・坂本チーム

【個人の部／１部】
優　勝：半田 るみ（街 道） 　準優勝：中山 靖洋（街 道）

【個人の部／２部】
優　勝：若狹 善友（羽 立） 　準優勝：中山 色（街 道）

▲空手道少年錬成大会

▲魁杯争奪ミニバスケットボール大会で優勝

井川中卓球部（団体の部）が全県一位に！
―平成５年以来、24 年ぶりの全県優勝！―

▲秋田県中学秋季大会 団体の部で優勝

11 月 25 日より 2 日間にわたり、秋田県
中学秋季卓球大会（新人戦）が県立体育館で行
われ、井川中卓球部女子が団体の部で、24 年
ぶりとなる優勝を見事に果たしました。なお、
全国大会は来年 3 月に京都府で行われます。

秋田県中学校秋季卓球大会（新人戦）

団体　優　勝　井川中学校

個人　ベスト８　伊藤 真彩、半田 るみ　

【選手】半田るみ、伊藤真彩、天野愛、伊藤楓、
菅原奏穂、二田妃那、若狹李、武田香桜

11 月 27 日、結果報告のためご来庁くださり、
半田主将が代表し次のように述べられました。

【半田るみ主将コメント】
大会 1 日目は、相手チーム全てに 3 － 0 で勝

つことができ、予選を 1 位通過することができま
した。2 日目の決勝トーナメントでは、1 回戦を
競り勝ったことでチームに勢いがつき、優勝する
ことができました。今大会では、チーム力がとて
も良く、また、父兄や私たちが一丸となり、「チー
ム井川」として戦えたことが良かったです。全国
大会では、苦手なところを改善して、支えてくれ
た皆さんに感謝の心を忘れず、戦ってきたいと思
います。
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国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
税
の

所
得
申
告
に
つ
い
て

国
保
加
入
者
と
世
帯
主
の
方
は
所

得
の
申
告
が
必
要
（
左
記
の
必
要
が

な
い
人
を
除
く
）
と
な
り
ま
す
。
申

告
が
必
要
な
方
は
、
来
年
３
月
15
日

ま
で
申
告
を
行
っ
て
く
だ
さ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

▽
申
告
の
必
要
が
な
い
人

・
税
務
署
の
申
告
会
場
で
、
所
得
税

の
確
定
申
告
を
さ
れ
た
方

・
給
与
収
入
（
所
得
）
の
み
の
方
で

給
与
支
払
報
告
書
が
会
社
等
か
ら

役
場
に
提
出
さ
れ
て
い
る
方

・
公
的
年
金
収
入
（
所
得
）
の
み
の

方
で
公
的
年
金
支
払
報
告
書
が
年

金
事
務
所
等
か
ら
役
場
に
提
出
さ

れ
て
い
る
方

▽
申
告
が
必
要
な
人

右
記
に
あ
て
は
ま
ら
な
い
国
民
健

康
保
険
の
加
入
者
と
そ
の
世
帯
主

は
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

役
場
総
務
課 

税
務
班

電
話 

８
７
４

－

４
４
１
４
有
線
４
５
０
０ 

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の

年
間
診
療
費
の
状
況
を
お
知
ら
せ

今
回
の
国
保
だ
よ
り
で
は
、
医
療

費
の
推
移
と
、
平
成
29
年
度
上
半
期

の
医
療
費
内
訳
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

表
１
は
、
一
人
当
た
り
の
毎
月
の

診
療
費
を
入
院
と
入
院
外
（
外
来
）

に
分
け
て
示
し
た
も
の
で
す
。入
院
・

入
院
外
と
も
に
今
年
度
の
上
半
期
は

過
去
２
年
間
よ
り
も
高
い
値
で
推
移

し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
医
療
費
が
ど
の
よ
う
な
傷

病
に
つ
い
て
費
や
さ
れ
て
い
る
か
を

示
し
て
い
る
の
が
表
２
と
な
り
ま

す
。
入
院
に
つ
い
て
は
ガ
ン
と
精
神

疾
患
に
よ
る
入
院
が
全
体
の
４
割
を

占
め
て
お
り
ま
す
。
入
院
外
に
つ
い

て
は
内
分
泌
や
循
環
器
に
多
く
の
医

療
費
が
費
や
さ
れ
て
お
り
、
内
分
泌

で
は
糖
尿
病
、
循
環
器
で
は
高
血
圧

が
主
な
傷
病
と
な
っ
て
い
ま
す
。
高

血
圧
も
糖
尿
病
も
今
す
ぐ
に
症
状
が

出
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
高

血
圧
は
脳
卒
中
や
心
臓
病
の
危
険
性
を

高
め
、
糖
尿
病
は
危
険
な
合
併
症
を
た

く
さ
ん
引
き
起
こ
す
恐
ろ
し
い
病
気
で

す
。
健
診
な
ど
で
悪
い
数
値
が
出
て
い

る
に
も
関
わ
ら
ず
病
院
を
受
診
し
て
い

な
い
方
は
お
り
ま
せ
ん
か
。
早
め
早
め

の
受
診
を
心
が
け
、
健
康
維
持
に
努
め

る
こ
と
が
大
事
で
す
。

○
適
正
な
医
療
受
診
の
ポ
イ
ン
ト

身
近
な
こ
と
か
ら
医
療
費
を
節
約
す

る
こ
と
で
、
国
保
税
の
軽
減
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。

①
む
や
み
な
重
複
受
診
は
控
え
ま

し
ょ
う
。

②
急
病
以
外
は
夜
間
・
休
日
の
受
診

を
控
え
ま
し
ょ
う
。

③
信
頼
で
き
る
『
か
か
り
つ
け
医
』
を

持
ち
、
指
示
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

④
む
や
み
に
処
方
薬
剤
を
希
望
す
る

こ
と
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

⑤
定
期
的
に
健
診
を
受
け
、
病
気
の

早
期
発
見
・
早
期
治
療
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

⑥
家
族
ぐ
る
み
で
医
療
へ
の
か
か
り

方
を
考
え
、
積
極
的
に
健
康
づ
く

り
に
励
み
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】
町
民
課 

健
康
福
祉
班

電
話 

８
７
４

－

４
４
１
４
有
線 

４
５
０
０ 

【表１】

内分泌：糖尿病など
循環器：高血圧など
筋骨格：関節症など
新生物：ガンなど
精　神：統合失調症など

【表２】

単位：円 国保だより
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教室・講座 開　催　日 会　場

英 会 話 教 室
６日、13 日（水）

初級コース 18：30 から
中級コース 19：30 から

井川町公民館

和太鼓サークル ９日（土） 17：00 から 井川町公民館

12 月の公民館活動

あつまれ！いかわっこ
「クリスマスケーキを作ろう」

井内児童館、コミュニティセンター（葹田）、泉
岳地区集会所、今戸児童館、浜井川地区集会所の５
会場で、クリスマスケーキづくりを行います。対象
は、町内の幼児、小学生及び中学生です。
　参加を希望する方は、自分が参加したい会場へ直
接お申し込みください。参加費（材料代）や持ち物
等は、開催場所によって多少異なりますので、申込
み時に説明を受けてください。
□日時及び会場・定員人数（参加申込み先）

12 月 23 日（土） 午後 1 時 30 分より
井内児童館 ････････････ 20 人（有線 4030）

コミュニティセンター ･･ 20 人（有線 4300）

泉岳地区集会所 ････････ 20 人（有線 3577）

今戸児童館 ････････････ 30 人（有線 2200）

浜井川地区集会所 ･･････ 30 人（有線 4495）

□申込み締切り
各会場とも午後 1 時から 5 時まで受付し、日曜・
月曜日は休館日となります。
※定員になり次第締め切ります。

町民ギャラリー

『千田寿山作品展』

期間：12 月８日（金）～ 1 月 31 日 ( 水）まで

井川町公民館の図書室には
暮らしに役立つ本があります

井川町公民館２階にある図書室には、あなたの『暮
らし』に役立つ情報が沢山あります。子どもから大
人まで、幅広い年代の方々からのご利用をお待ちし
ております。

第 2 回自然ウォーキングで太平山リゾートパークを散策し
た時の写真です。花公園で記念撮影。

新しい児童厚生員をご紹介
（泉岳地区集会所）

この度、児童厚生員とし
てお世話になることになり
ました、二田亜由美と申し
ます。子ども達の安全を第
一に考え、伸び伸びと遊べ
る環境づくりに努めてまい
りますので、どうぞよろし
くお願いします。二田 亜由美さん

・　伝　言　板　・
～みんなと楽しく活動してみませんか～

全町バスケットボール・
フリースロー・スリーポイント大会

□日　時　1 月７日（日）午前 8 時 30 分～
□会　場　井川町民体育館
□参加区分　1 部 ：中学生男子及び男子経験者チーム
　　　　　　2 部 ：小学生、中学生女子、未経験者

チーム及び女子のみのチーム
※ 1 部、2 部とも監督含め選手 10 人まで
※フリースロー及びスリーポイント大会は個人参加

（当日受付）
お申込みは 1 月４日（木）までに町民体育館へ

電話８７４－３６６８　有線４２８５

TEL（874）4422　有線4406

生涯学習
だより井川町教育委員会

生涯学習班

のいい顔 み～つけた！街
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本
格
的
な
冬
の
到
来
を
控
え
、
町
内
で
も

家
屋
や
庭
木
の
雪
囲
い
な
ど
、
冬
支
度
を
行

う
家
庭
が
あ
ち
こ
ち
で
見
ら
れ
る
季
節
と
な

り
ま
し
た
。

そ
の
一
方
で
、
住
人
の
無
い
家
屋
や
使
用

し
て
い
な
い
作
業
小
屋
（
空
き
家
等
）
に
お

い
て
積
雪
に
よ
る
建
物
の
倒
壊
や
損
壊
、
落

雪
、
風
に
よ
る
ト
タ
ン
屋
根
の
剥
離
な
ど
、

災
害
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
万
が

一
、
建
物
の
倒
壊
や
破
損
、
ま
た
は
落
下
物

等
に
よ
り
人
の
生
命
や
身
体
、
財
産
に
被
害

を
及
ぼ
し
た
場
合
、
建
物
の
所
有
者
（
ま
た

は
使
用
者
）
に
対
し
て
、
損
害
賠
償
が
生
じ

る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

空
き
家
等
を
所
有
し
て
い
る
方
や
管
理
さ

れ
て
い
る
方
は
、
今
一
度
、
建
物
の
状
況
を

確
認
し
、
冬
期
間
の
管
理
に
つ
い
て
、
安
全

か
つ
適
切
な
処
置
を
講
じ
ら
れ
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

な
お
、
建
物
の
所
有
者
が
遠
方
に
住
ん
で

い
る
な
ど
、
家
屋
の
状
況
を
把
握
す
る
こ
と

が
困
難
な
場
合
は
、
親
族
や
近
隣
の
方
な
ど

と
連
絡
を
取
り
合
い
、問
題
が
生
じ
た
と
き
、

す
ぐ
に
対
処
で
き
る
よ
う
な
配
慮
を
お
願
い

し
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
中
で
危
険
な
状
況

に
あ
る
空
き
家
等
を
発
見
さ
れ
た
時
は
、
役

場
町
民
課
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
役
場
町
民
課 

町
民
生
活
班

電
話 

８
７
４

－

４
４
１
６
／
有
線 
４
４
４
１

【
空
き
家
等
の
所
有
者
の
方
へ
】
建
物
等
の
適
正
管
理
を
お
願
い
し
ま
す

冬
期
間
の
住
民
生
活
や
道
路
交
通
の
安
全

を
確
保
す
る
た
め
、
町
で
は
町
道
等
の
除
雪

箇
所
を
ブ
ロ
ッ
ク
分
け
し
て
、
町
内
業
者
に

作
業
委
託
す
る
予
定
と
し
て
お
り
ま
す
。

除
雪
作
業
を
行
う
際
は
、
細
心
の
注
意
を

は
ら
い
、
作
業
に
あ
た
り
ま
す
が
、
円
滑
か

つ
安
全
に
作
業
を
行
う
た
め
、
次
の
と
お
り

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
宅
地
内
の
雪
を
車
道
等
へ
出
さ
な
い
で
く

だ
さ
い
。

▽
玄
関
先
か
ら
道
路
へ
出
る
間
口
の
除
雪

は
、
各
家
庭
で
お
願
い
し
ま
す
。

▽
道
路
へ
の
違
法
駐
車
は
、
除
雪
作
業
の
妨

げ
と
な
り
ま
す
。
車
は
定
め
ら
れ
た
駐
車

場
に
置
き
ま
し
ょ
う
。

▽
作
業
中
は
大
変
危
険
で
す
の
で
、
除
雪
車

に
は
近
づ
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

▽
除
雪
後
の
路
面
は
滑
り
や
す
い
の
で
、
通
行

す
る
際
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
役
場
産
業
課 

建
設
班

電
話 

８
７
４

－

４
４
２
０
／
有
線 

４
４
６
４

冬
期
間
の
除
雪
作
業
に
ご
協
力
を

標
記
作
業
員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

□
募
集
人
数　

１
人

□
応
募
資
格　

八
郎
潟
、
井
川
町
内
在
住
の
方

□
勤
務
内
容　

施
設
の
管
理
、
清
掃
、
２
㌧

ダ
ン
プ
で
の
汚
泥
運
搬
等

□
勤
務
場
所　

八
郎
潟
湖
水
苑
（
八
郎
潟
町
）

□
任
用
期
間
等　

平
成
30
年
１
月
１
日
～
同

年
12
月
31
日
（
更
新
あ
り
）
／
平
日
の
８

時
30
分
～
17
時
15
分
ま
で
の
勤
務
と
し
、

休
日
は
土
・
日
・
祝
日
と
12
月
29
日
か
ら

１
月
３
日
ま
で
と
し
ま
す
。

□
賃
金　

８
千
円
／
日
給
（
通
勤
手
当
な
し
）

□
そ
の
他　

社
会
保
険
、
雇
用
保
険
あ
り

□
応
募
方
法　

市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
写
真
を
貼
付
の
う
え
当
苑
へ

提
出
（
郵
送
可
）
し
て
く
だ
さ
い
。

□
受
付
締
切
り　

12
月
20
日
（
水
）
ま
で

（
郵
送
の
場
合
は
20
日
消
印
有
効
）

□
採
用
方
法　

書
類
審
査
及
び
面
接
で
決
定

【
問
い
合
わ
せ
】
八
郎
潟
町
・
井
川
町
衛
生

処
理
施
設
組
合
（
八
郎
潟
湖
水
苑
）

電
話 

０
１
８
―
８
７
５
―
５
８
５
８

　国民健康保険税
（６期）
町・県民税
（４期）

の納付月です。
口座振替されている方は、
残高のご確認をお願いします。

「
八
郎
潟
湖
水
苑
施
設
作
業
員
」
募
集

１２月は

役場の電話番号・メールアドレス
URL http://www.town.ikawa.akita.jp/

ホームページに関すること
webmaster@town.ikawa.akita.jp

総　　　務　　　課

総　　　務　　　班
soumu@town.ikawa.akita.jp 874-4411

税　　　務　　　班
zeimu@town.ikawa.akita.jp 874-4414

町　　　民　　　課

町　民　生　活　班
tyoumin@town.ikawa.akita.jp 874-4416

健　康　福　祉　班
kenkou@town.ikawa.akita.jp 874-4417

産　　　業　　　課

産　業　振　興　班
sangyou@town.ikawa.akita.jp 874-4418

農　業　委　員　会
nougyou@town.ikawa.akita.jp 874-4419

建　　　設　　　班
kensetu@town.ikawa.akita.jp 874-4420

水　　　道　　　課
suidou@town.ikawa.akita.jp 874-4421

出　　　納　　　室
suitou@town.ikawa.akita.jp 874-4412

教　育　委　員　会
kyouiku@town.ikawa.akita.jp 874-4424

公　　　民　　　館
kouminkan@town.ikawa.akita.jp 874-4422

議　会　事　務　局
gikai@town.ikawa.akita.jp 874-4425

◇役場窓口業務の時間延長◇
毎週水曜日は午後７時まで住民
票、印かん証明書の発行等の窓
口業務を行っていますので、ご
利用ください。

12月

く

情
らし

報
の
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の12月
　４日（月）人権・困りごと相談所の開設
 （町農村環境改善センター）

　８日（金）町内会長会議 （役場大会議室）

１０日（日）バレーボール大会 （町民体育館）

１１日（月）農業委員会総会 （役場会議室）

１３日（水）井川町議会定例会招集予定日
 （役場議場）

２８日（木）官公庁仕事納め

１月
　４日（木）官公庁仕事始め

　７日（日）井川町消防団出初式
　（町農村環境改善センター）

【
介
護
保
険
】『
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
』
の
申
請
に
つ
い
て

~ 

要
介
護
認
定
者
で
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
65
歳
以
上
の
方 

～ 

各
種
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
65
歳
以
上
の
方
で
、
要
介
護

認
定
を
受
け
て
い
て
障
害
者
等
に
準
ず
る
と
認
定
さ
れ
る
と
、
所
得
税
や
町

県
民
税
の
申
告
時
に
障
害
者
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
役
場
町
民
課 

健
康
福
祉
班

電
話 

８
７
４

－

４
４
１
７
有
線 

４
４
３
２ 

■
対
象
と
な
る
方

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
方
が
対
象
と
な

り
ま
す
。

▽
満
65
歳
以
上
の
方
で
要
介
護
認
定
を
受
け
て

い
る
方
（
要
介
護
１
か
ら
５
）
で
、
知
的
障

害
者
（
軽
度
以
上
）
又
は
身
体
障
害
者
（
６
級

以
上
）
に
準
ず
る
方

▽
身
体
障
害
者
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
の
交
付
及
び
知
的
障
害
の
認
定
を
受
け

て
い
な
い
方

■
申
請
に
必
要
な
も
の

　

認
定
を
受
け
た
い
方
の
印
か
ん
と
介
護
保
険

被
保
険
者
証
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
申
請
受
付
の
開
始
日　

12
月
１
日
（
金
）
～

■
受
付
場
所　

役
場
町
民
課 

健
康
福
祉
班

■
認
定
証
の
交
付
に
つ
い
て

認
定
す
る
に
は
審
査
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
交
付
す
る
ま
で
日
数
を
要
し
ま
す
。
認
定

の
要
否
判
定
を
し
た
通
知
書
を
平
成
30
年
１
月

中
旬
に
郵
送
い
た
し
ま
す
。

※
こ
の
認
定
書
は
確
定
申
告
時
に
の
み
使
用
す

る
も
の
で
、
障
害
者
と
し
て
の
証
明
書
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

■区分と身体状況の目安

区　　　　　分
一人あたり控除額

所得税 住民税

障害者
知的障害者（軽度、中度）に準ずるもの

27万円 26万円
身体障害者（3級～6級）に準ずるもの

特　別
障害者

知的障害者（重度）に準ずるもの
40万円 30万円

身体障害者（1級、2級）に準ずるもの

●水質検査結果（浄水）のお知らせ
10 月 23 日採取分／採取場所：井川町診療所

検査項目 検査結果 基　準　値
一 般 細 菌 0 CFU/ ｍＬ 集落数が 100CFU/ ｍＬ以下
大 腸 菌 陰性 検出されないこと
塩化物イオン 10.2 ｍｇ / Ｌ 200 ｍｇ / Ｌ以下
有 機 物

※全有機炭素（TOC）量 0.9 ｍｇ / Ｌ 3 ｍｇ / Ｌ
pH　　   値 7.5 5.8 以上 8.6 以下

味 異常なし 異常でないこと
臭 気 異常なし 異常でないこと
色 度 1.6 度 ５度以下
濁 度 0.1 度未満 ２度以下
残 留 塩 素 0.10 ｍｇ / Ｌ 0.05 ｍｇ / Ｌ以上

新しい有線番号簿に氏名を掲載希望している方へ
町では現在、新しい有線番号簿の制作に取りかかっ

ていますが、町民の方より掲載する氏名にふりがな
をふって欲しいとの要望があり、希望する方には、
ふりがなをふることにしました。

新しく更新される有線番号簿の氏名にふりがなを
希望する方は、お手数をおかけしますが 12 月 28 日

（木）までご連絡ください。
【問い合わせ、連絡先】役場総務課 総務班

電話 018-874-4411 有線 4577 
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「定期救命講習」のお知らせ
□内容　ＡＥＤを用いた心肺蘇生法
□日時　12 月 17 日（日）９時～ 12 時
□場所　湖東地区消防本部
※受講希望者は前々日までにお申込み

ください。受講は無料です。

【問い合わせ】湖東地区消防本部
電話 018-874-2420

町
で
は
、
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
や
高
齢
者
の

み
の
世
帯
、
ま
た
は
日
常
生
活
に
お
い
て
支
援

が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
要
援
護
者
世
帯
な
ど
、

冬
期
間
の
除
雪
作
業
が
困
難
な
世
帯
に
対
し

て
、
地
域
住
民
が
共
同
し
除
雪
作
業
に
あ
た
る

場
合
、
小
型
除
雪
機
を
貸
出
し
ま
す
。

□
貸
出
の
対
象
者

高
齢
者
世
帯
等
の
除
雪
作
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
行
う
団
体
ま
た
は
個
人
の
方

□
貸
出
す
る
備
品

小
型
除
雪
機
（
３
台
あ
り
）、
荷
台
積
み

上
げ
用
の
ア
ル
ミ
ブ
リ
ッ
ジ

□
貸
出
申
請
の
手
続
き

除
雪
機
械
の
貸
出
し
利
用
を
希
望
さ
れ
る

場
合
は
、
役
場
町
民
課
に
準
備
す
る
「
小

型
除
雪
機
械
利
用
申
請
書
」
を
使
用
す
る

一
週
間
前
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
小
型
除
雪
機
の
貸
出
使
用
料
は
無
料
で
す
。

た
だ
し
、
除
雪
機
の
燃
料
代
は
利
用
者
が

負
担
す
る
も
の
と
し
、
ま
た
機
械
の
運
搬

及
び
返
却
も
利
用
者

が
行
う
も
の
と
し
ま

す
。
除
雪
機
は
役
場

敷
地
内
の
車
庫
に
保

管
し
て
お
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

役
場
町
民
課 

健
康
福
祉
班

電
話 

８
７
４

－

４
４
１
７
／
有
線 

４
４
３
７

高
齢
者
世
帯
等
の
除
雪
作
業
を
支
援
！

小
型
除
雪
機
を
貸
出
し
ま
す

▼
農
業
用
免
税
軽
油
制
度
は
、
法
律
上
、
平
成

30
年
３
月
31
日
で
終
了
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
ま
す
が
、
制
度
が
継
続
さ
れ
た
場
合
に
対
応

す
る
た
め
、
平
成
30
年
使
用
分
の
免
税
証
交
付

申
請
書
（
仮
）
受
付
を
行
い
ま
す
。

▼
（
仮
）
受
付
は
、
秋
田
県
総
合
県
税
事
務

所
課
税
部
課
税
第
二
課
（
秋
田
地
方
総
合
庁

舎
１
階
）
で
、
平
成
30
年
２
月
１
日
（
木
）

か
ら
行
い
ま
す
。
制
度
が
継
続
さ
れ
な
い
場

合
は
、
免
税
証
を
交
付
で
き
ま
せ
ん
が
、
制

度
が
継
続
さ
れ
た
場
合
、
４
月
以
降
に
免
税

証
を
交
付
す
る
予
定
で
す
。

▼
申
請
に
あ
た
っ
て
は
、
前
年
分
の
報
告
書

を
併
せ
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
報
告
書
が

提
出
さ
れ
な
い
場
合
は
、
免
税
証
を
交
付
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
既
に
購
入
し
た
軽
油
や
作
業
を
終

え
た
分
の
免
税
証
は
交
付
で
き
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
書
類
は
、
左
記
の
課
税
第
二
課
で
用
意

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
一
部
の
様
式
に
つ
い
て

は
、
秋
田
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
美
の
国
あ
き
た

ネ
ッ
ト
（w

w
w

.pref.akita.lg.jp)

」
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

秋
田
県
総
合
県
税
事
務
所
課
税
部
課
税
第
二
課

電
話 

０
１
８
―
８
６
０
―
３
３
４
１

30
年
分
『
軽
油
引
取
税
免
税
証（
農
業
用
）』

交
付
申
請
書
の
（
仮
）
受
付
に
つ
い
て

県
が
設
置
す
る
「
秋
田
県
た
ば
こ
に
よ
る

健
康
被
害
防
止
対
策
検
討
委
員
会
」
の
委
員

が
、
県
民
の
方
々
か
ら
今
後
の
た
ば
こ
に
よ

る
健
康
被
害
防
止
対
策
の
あ
り
方
に
つ
い
て

意
見
を
い
た
だ
き
、
検
討
委
員
会
で
の
検
討

や
協
議
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
、
標

記
の
意
見
聴
取
会
を
開
催
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。
参
加
を
希
望
す
る
方
は
、
１
月
９
日

（
火
）
ま
で
、
秋
田
県
健
康
福
祉
部
が
ん
対

策
室
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

□
日
時　

平
成
30
年
１
月
20
日
（
土
）

午
後
２
時
～
午
後
５
時

□
会
場　

秋
田
市
中
央
市
民
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
洋
室
４
（
秋
田
会
場
）

※
会
場
は
横
手
・
大
館
市
で
も
開
催
し
ま

す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□
意
見
を
い
た
だ
き
た
い
テ
ー
マ

▽
受
動
喫
煙
防
止
、
喫
煙
率
の
低
減
に
関
す

る
こ
と
。

▽
若
年
者
の
喫
煙
の
未
然
防
止
、
子
ど
も
や

妊
産
婦
、
非
喫
煙
者
の
健
康
被
害
防
止
に

関
す
る
こ
と

▽
飲
食
店
、
旅
館
、
ホ
テ
ル
に
お
け
る
喫

煙
・
受
動
喫
煙
に
関
す
る
こ
と

※
意
見
聴
取
会
の
他
、
書
面
に
よ
り
意
見
を

い
た
だ
く
こ
と
も
可
能
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

秋
田
県
健
康
福
祉
部
が
ん
対
策
室

電
話
０
１
８
―
８
６
０
―
１
４
２
８

「
秋
田
創
業
サ
ポ
ー
ト
フ
ァ
ン
ド
」
は
、
秋

田
広
域
で
の
創
業
の
促
進
と
企
業
の
成
長
支

援
を
目
的
に
、
秋
田
信
用
金
庫
と
秋
田
周
辺

広
域
市
町
村
圏
（
井
川
町
ほ
か
６
つ
の
自
治

体
）
及
び
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ

ピ
タ
ル
㈱
が
共
同
出
資
し
て
設
立
し
た
フ
ァ

ン
ド
で
す
。
詳
し
く
は
、
秋
田
信
用
金
庫
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□
投
資
対
象　

創
業
予
定
者
、
設
立
後
10
年

以
内
の
会
社
な
ど

□
投
資
金
額　

一
社
あ
た
り
300
万
か
ら
500
万
円

□
支
援
内
容　

投
資
と
経
営
指
導
に
よ
り
支

援
し
ま
す
。
経
営
へ
の
関
与
は
３
年
か
ら

５
年
で
、
そ
の
後
、
事
業
計
画
の
達
成
状

況
や
純
資
産
を
確
認
の
う
え
、
当
フ
ァ
ン

ド
の
持
ち
分
を
回
収
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
秋
田
信
用
金
庫
五
城
目
支
店

電
話
０
１
８
―
８
５
２
―
２
１
１
５

『
た
ば
こ
に
よ
る
健
康
被
害
防
止
の
た
め

の
意
見
聴
取
会
』を
開
催

『
あ
き
た
創
業
サ
ポ
ー
ト
フ
ァ
ン
ド
』を

ご
利
用
く
だ
さ
い
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＜年末年始＞公共施設等の業務日程

施 設 名
12月
28日
（木）

29日
（金）

30日
（土）

31日
（日）

1月
1日
（月）

2日
（火）

3日
（水）

4日
（木）

役 場 〇 × × × × × × 〇

診 療 所 〇 × × × × × × △

定住促進
センター 〇 〇 〇 × × × × 〇

ゆうゆう 〇 〇 × × × × × 〇

巡回バス 〇 〇 ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ 〇

・「○」は通常業務、「×」は休業、「△」は午前までと

なります。

・町内無料巡回バスの運行について、「▲」の期間（12

月30日～１月3日）は、「土・日・祝日」の時刻表での運

行に加え、【休日⑤ゆうゆう帰り・さくら駅行き】が運休

となりますのでご注意ください。

年末年始の
ごみ収集について

〔年 末〕
 １２月２９日（金）まで　通常業務

〔年 始〕
 　１月　4 日（木）から　通常業務

【問い合わせ】役場町民課 町民生活班
電話  874-4416 ／有線 4441

農
業
者
年
金
は
少
子
高
齢
化
等
に
よ
る
加

入
者
数
の
変
化
や
財
政
事
情
に
左
右
さ
れ
な

い
安
全
・
安
心
な
年
金
制
度
で
す
。

60
歳
未
満
の
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

（
国
民
年
金
保
険
料
納
付
免
除
者
を
除
く
）

で
あ
っ
て
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
し
て

い
る
方
は
誰
で
も
加
入
で
き
ま
す
。
配
偶
者

や
後
継
者
な
ど
、
家
族
農
業
従
事
者
の
方
も

加
入
で
き
ま
す
。
農
業
者
年
金
の
特
徴
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

▽
自
ら
積
み
立
て
た
保
険
料
と
そ
の
運
用
益

に
よ
り
将
来
受
け
取
る
年
金
額
が
決
ま
る

「
積
立
方
式
（
確
定
拠
出
型
）」
の
年
金
で

す
。
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
も
制
度
の
安

定
性
は
損
な
わ
れ
ま
せ
ん
。

▽
自
分
自
身
で
将
来
、
必
要
と
す
る
年
金
額

を
設
定
し
て
、
保
険
料
を
自
由
に
決
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
（
月
額
２
万
円
か
ら

６
万
７
千
円
ま
で
千
円
単
位
）。

ま
た
、
経
営
状
況
や
老
後
設
計
に
応
じ
て

い
つ
で
も
見
直
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
農
業
者
老
齢
年
金
は
原
則
65
歳
か
ら
生
涯

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
仮
に
80
歳

前
に
亡
く
な
ら
れ
た
場
合
で
も
80
歳
ま
で

に
受
け
取
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
農
業
者
老

齢
年
金
の
額
の
現
在
価
値
に
相
当
す
る
額

を
遺
族
（
死
亡
者
と
生
計
を
同
一
と
す
る

配
偶
者
や
子
等
）
に
死
亡
一
時
金
と
し
て

支
給
し
ま
す
。

【
農
業
委
員
会
か
ら
】
「
農
業
者
年
金
」
に
加
入
し
ま
し
ょ
う 

▽
年
間
支
払
っ
た
保
険
料
額
は
、
所
得
税
の

申
告
の
際
に
社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
所

得
金
額
か
ら
控
除
で
き
ま
す
。

ま
た
、
将
来
受
け
取
る
農
業
者
年
金
に
は

公
的
年
金
等
控
除
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

▽
認
定
農
業
者
な
ど
一
定
の
要
件
を
満
た
す

方
に
保
険
料
の
国
庫
助
成
が
あ
り
ま
す
。

農
業
者
年
金
の
詳
し
い
内
容
や
ご
相
談
に

つ
い
て
は
、
最
寄
り
の
Ｊ
Ａ
窓
口
か
市
町

村
農
業
委
員
会
、
ま
た
は
農
業
者
年
金
基

金
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
農
業
委
員
会 

電
話 
８
７
４

－
４
４
１
９
／
有
線 

４
４
９
７

乳
が
ん
検
診
の
申
込
み
に
つ
い
て

近
年
、
乳
が
ん
へ
の
関
心
が
高
い
こ
と
か

ら
、町
民
の
方
の
受
診
機
会
を
増
や
す
た
め
、

追
加
で
集
団
検
診
を
実
施
し
ま
す
。
な
お
、

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
の
で
、
是

非
こ
の
機
会
に
受
診
し
て
下
さ
い
。

□
検
診
日　

平
成
30
年
１
月
18
日
（
木
）

午
前
12
時
～

□
会
場　
　

健
康
セ
ン
タ
ー

□
対
象
者　

30
歳
以
上
の
女
性

□
申
込
み
方
法　

健
康
セ
ン
タ
ー
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
み
先
】
健
康
セ
ン
タ
ー

電
話
８
７
４
―
３
３
０
０
有
線
４
４
５
５

町
で
は
、
羽
立
団
地
Ａ
︱
01
号
、
か
い
ど

う
団
地
１
１
８
号
の
入
居
者
を
募
集
し
ま

す
。
申
込
受
付
期
間
は
12
月
４
日(

月
）
～

12
月
18
日(

月
）
ま
で
で
す
。
入
居
開
始
時

期
は
１
月
下
旬
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

入
居
者
資
格
等
、
詳
し
く
は
産
業
課
建
設

班
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
役
場
産
業
課 

建
設
班　

電
話
８
７
４
―
４
４
２
０
有
線
４
４
６
４

町
営
住
宅
入
居
者
の
募
集
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年
としょ

寄ろう

元 気
に

みんな

12月は飲酒運転追放
県民運動強化月間です

社会福祉協議会・地域包括支援センターより

【問い合わせ】
社 会 福 祉 協 議 会（社協） 電話８７４－２６１１ 有線４４５１
地域包括支援センター（包括） 電話８９３－５２３０ 有線４３５９

◆◆ 概ね６５歳以上の方を対象に介護予防教室等を開催  ◆◆ 

【ゆうゆう倶楽部】主催：社協

介護予防のためにも、体を動かしたり、笑い合っ
たり、楽しい時間を過ごしましょう。申込みは不要
で、どなたでも自由に参加できます。
□日　時　１２月２１日（木）

１０：００～１１：３０
□場　所　老人福祉センターゆうゆう
□内　容　健康チェック、軽運動、忘年会など

【のんびり体操教室】主催：包括

つまずきやすくなった、長い距離を歩くのがつら
くなったなど、体力の低下を最近感じていません
か？椅子に座りながら体操を行い、体力の維持・向
上を目指しましょう。どなたでも参加できますので、
お気軽にお越しください。
□日　時　１２月５日、１９日（火）

９：３０～１１：0０
□場　所　健康センター
□持ち物　内ズック、飲み物、タオルなど

【はつらつ運動教室】主催：包括

～男性の方も是非ご参加ください～
筋力の低下は運動の継続と積み重ねで予防・改善が

できます。「もう今さら」ということはありません。
運動習慣を身につけて、筋力の維持・向上をめざしま
しょう。申込みは不要です。お気軽にご参加ください。
□日　時　１２月１５日（金）

９：３０～１１：００
□場　所　健康センター
□持ち物　内ズック・飲み物・タオルなど

【はつらつ運動教室】主催：包括

～男性の方も是非ご参加ください～
筋力の低下は運動の継続と積み重ねで予防・改善が

できます。「もう今さら」ということはありません。
運動習慣を身につけて、筋力の維持・向上をめざしま
しょう。申込みは不要です。お気軽にご参加ください。
□日 時　１２月１５日（金）

９：３０～１１：００
□場 所　健康センター
□持ち物　内ズック・飲み物・タオルなど

『ヘルプマーク・ヘルプカード』　　
　      の配布を開始します

援助や配慮を必要としていることが外見か
ら分からない方が、周囲の理解や支援を受け
やすくなるよう「ヘルプマーク」・「ヘルプカ
ード」の配布を 12 月より行います。

必要な方は役場町民課 健康福祉班でお受
け取りください。

また、このマークやカードを見かけた時は、
思いやりのある行動をお願いします。

【配布対象者】
・義足や人工関節を使用している方
・心臓疾患などの内部障害や難病の方
・発達障害などの方
・妊娠初期の方
・そのほか、援助や配慮を必要としている方等
※障害者手帳の有無は問いません。

【問い合わせ】役場町民課 健康福祉班
電話 874-4417　有線 4437

【ヘルプマーク】

農業所得決算説明会の開催
秋田北税務署では、農業所得者（白色・青色申

告者）の方々を対象に、平成 29 年分の決算説明会
を次のとおり開催しますので、農業所得のある方
は、是非ご出席くださるようお願いします。
□内容　決算の仕方や消費税の計算方法
□開催日程　

▽農業所得者（白色申告）の方
　12月14日（木）10：00～11：30

▽農業所得者（青色申告）の方
　12月14日（木）13：30～15：30

□場所　あきた湖東農業協同組合本所 ２階会議室

【問い合わせ】秋田北税務署個人課税第二部門　
　電話018-845-1161（内線110）高橋まで

【ヘルプカード】

12月は忘年会など、お酒
を飲む機会が増えます。

「飲んだら乗らない、飲む
なら乗らない」の心がけを
徹底しましょう。

（表）

（裏）
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湖
東
農
免

今月のお知らせ

秋田県司法書士会による『無料相談会』

①相続、贈与、売買、借金、多重債務
などの相談会を実施します。要予約。
□日時　12月21日（木）13時～16時
□会場　潟上市飯田川出張所

【問い合わせ】井川町社会福祉協議会
電話 018-874-2611 ／有線 4451

『心配ごと相談』開催

どこへ相談したら良いのか分からない
など、日常の困りごとについて相談に
応じます。事前の予約は不要。
□日時　12月12日（火）9時30分～12時
□会場　井川町健康センター
□相談員　井川町民生児童委員

【問い合わせ】井川町社会福祉協議会
電話 018-874-2611 ／有線 4451

精神科医師による『心の健康相談日』

□相談日　12 月 12 日、26 日 ( 火）
　　　　　13：30 ～ 15：00（要予約）
□場　所　秋田中央保健所（潟上市）
□担当医　杉山病院　杉山 和 

【問い合わせ】
秋田地域振興局福祉環境部企画福祉課 
調整・障害者班（秋田中央保健所）

電話 018-855-5171

『自然観察会・体験教室』開催

□日時　12月17日（日）10時～12時
□内容　ミニ門松で新年を迎えよう
　年末恒例、手作りミニ門松づくり
□場所　環境と文化のむら（五城目町）
□申込み　イベントの前日までお申込

みください。参加費は無料です。
【申し込み】秋田県環境と文化のむら

電話 018-852-2202

『公共職業訓練受講生
( アビリティコース 2 月期生）』募集

□訓練期間　平成30年2月1日～7月26日
□訓練時間　9：20～15：40
□会　　場　ポリテクセンター秋田
□訓練科（定員）
・金属加工技術科（15 名）
・住宅リフォームデザイン科（15 名）
・電気、通信施工技術科（15 名）
□募集期間　12 月 25 日（月）まで
※テキスト代等は自己負担していただ
きますが受講料は無料です。また、詳
細はお問い合わせください。

【問い合わせ】ポリテクセンター秋田 
訓練科受講者第一係 電話 018-873-3178

ご存知ですか？「筆界特定制度」

「筆界特定制度」は、土地の筆界（境界）
トラブルを解決するため、法務局が現
地における筆界の位置を特定する制度
です。隣接地との筆界が分からず困っ
ている方、筆界について隣地の所有者
と意見が一致せずに困っている方は、
筆界特定制度をご利用ください。
筆界特定に関するお問い合わせは、以
下の問い合わせまでご連絡ください。

【問い合わせ】
秋田地方法務局登記部門筆界特定室

電話 018-862-1442

『秋田県立技術専門校
平成 30 年度入校生』募集

秋田県立技術専門校（3 校）では次の
とおり平成 30 年度入校生の募集を行
います。

▽秋田技術専門校
募集科名：高卒コース（各定員：20 名）
・自動車整備科
・オフィスビジネス科
・メカトロニクス科
・情報システム科
※この他、鷹巣、大曲技術専門校でも
募集しておりますので、コース・科等
は秋田県雇用労働政策課産業人材班

（018-860-2301）までお問い合わせ
ください。

【問い合わせ】秋田技術専門校
電話 018-895-7166

『放送大学４月生』募集

放送大学では平成 30 年度第 1 学期の
学生を募集中です。心理学・福祉・経済・
歴史・文学・情報・自然科学など、約
300 の幅広い授業科目があり、1 科目
から学ぶことができます。資料は無料
で差し上げます。お気軽にお電話くだ
さい。

【問い合わせ】放送大学秋田学習センター
　　　　電話 018-831-1997

身
の
ま
わ
り 

二
重
ロ
ッ
ク
で 

締
め
く
く
り

師
走
の
時
期
は
、
思
い
が
け
な
い

凶
悪
事
件
や
交
通
事
故
な
ど
が
発
生

し
ま
す
。
警
察
で
は
、
事
件
・
事
故

を
未
然
に
防
止
し
、
県
民
の
皆
さ
ん

が
安
心
し
て
年
末
・
年
始
を
過
ご
せ

る
よ
う
防
犯
協
会
や
防
犯
指
導
隊
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
と
連
携
し
て

特
別
警
戒
を
行
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
「
自
分
だ
け
は
大
丈
夫
」

と
油
断
す
る
こ
と
な
く
心
を
引
き
締

め
、
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
気
を

つ
け
て
く
だ
さ
い
。

□
家
も
車
も
施
錠
確
認

・
外
出
、
就
寝
時
は
ド
ア
も
窓
も
施

錠
確
認

・
車
降
り
た
ら
ド
ア
ロ
ッ
ク

・
防
犯
設
備
の
点
検
を

□
特
殊
詐
欺
被
害
防
止

・
電
話
で
お
金
の
話
は
詐
欺
～
す
ぐ

警
察
へ
通
報

□
交
通
事
故
防
止

・
冬
道
運
転
は
慎
重
に

・
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
確
実
に

・
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
を

駐
在
所
だ
よ
り

井
川
警
察
官
駐
在
所　

電
話 

８
７
４

－

２
３
４
５
有
線 

９
９
０
０

今戸町内から湖東農免へ抜ける橋を
補修するため、12月18日より通行止めになります！

今戸児童館前から湖東農免
へ向かう道路に架かる「潟橋」
を 補 修 す る た め、12 月 18
日（月）から翌年 3 月 24 日

（土）まで通行止めとなりま
す。ご不便をおかけしますが、
ご理解とご協力をお願いいた
します。
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ひろば
みんなの

イ ザ ベ のル

楽しい英会話

井川短歌会詠草

大
荒
れ
の
台
風
一
過
空
澄
み
て
子
ら
の
挨
拶
す
い
込
ま
れ
ゆ
く 

長
嶋
　
亮
子

月
み
れ
ば
な
に
と
は
な
し
に
思
わ
る
る
老
い
母
の
こ
と
過
ぎ
し
日
の
こ
と 

小
林
　
康
子

狂
い
咲
き
の
鉄
線
一
輪
陽
に
光
り
晩
秋
の
庭
に
意
志
咲
き
の
ご
と 

斎
藤
　
節
子

お
ち
こ
ち
に
捥
が
る
る
こ
と
な
き
柿
の
実
の
た
わ
わ
に
熟
れ
て
秋
ふ
か
み
ゆ
く 

遠
藤
惠
美
子

さ
り
げ
な
く
荒
縄
結
ぶ
亡
き
夫
の
仕
事
の
浮
か
ぶ
木
々
囲
い
つ
つ 

伊
藤
ミ
ヤ
子

落
ち
葉
散
る
掃
い
て
も
更
に
落
ち
て
く
る
秋
の
終
り
は
根
気
比
べ
よ 

斎
藤
冨
美
男

朝
も
や
に
雑
草
ふ
み
つ
つ
大
根
の
収
穫
終
え
れ
ば
男
鹿
山
見
ゆ
る 

渡
辺
　
京
子

久
々
の
小
春
日
和
に
野
に
立
ち
て
白
鳥
一
羽
飛
ぶ
様
を
見
る 

遠
藤
由
美
子

苦
も
楽
も
背
に
負
い
し
ま
ま
あ
の
世
へ
と
逝
き
た
る
な
ら
ん
七
十
一
歳 

　
す
ず
き
い
さ
む

Making Formal 
Phone Calls
公式な電話をすること

二田 翔さん（今 戸）
プロバスケット選手になり
日本代表の中心メンバーに
なりたいです。

半田 呼夢さん（羽 立）
デザイナーになって人に
喜ばれる服をデザインし
たいです。

Dialogue
 Hannah ： Hello?
 ハ　ナ ： もしもし？

 Doctor ： Hello, this is Dr. Smith. Is Hannah available?
 医　者 ： こんにちは、こちらは医師のスミスです。
   ハナさんはいらっしゃいますか？

 Hannah ： This is she.
 ハ　ナ ： はい、私です。

 Doctor ：  Oh, great. Iʼm calling to confirm your 
appointment for 3 oʼclock this coming 
Wednesday. Does that still work for you?

 医　者 ：  ハナさん、こんにちは。今週の予約は水曜日３
時でよいのか確認するために電話しています。
その時間でよろしいですか？

 Hannah ： Yes. Iʼll be there.
 ハ　ナ ： はい。その時間に行きます。

 Doctor ： Great, thanks so much for your time.
 医　者 ：  分かりました。貴重なお時間をいただきありが

とうございます。

 Hannah ： No problem. Iʼll see you on Wednesday.
 ハ　ナ ：  いいえ、大丈夫です。また水曜日よろしくお願

いします。

 Doctor ： See you then.
 医　者 ： よろしくお願いします。
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保健だより・子育て情報

☆クリスマス会
12 月 13 日（水）

　子どもセンターのお友だちと一緒に
クリスマス会に参加しませんか？サ
ンタさんから素敵なプレゼントもあ
りますよ♪

☆お誕生会
12 月 18 日（月）10：30 ～
お誕生月のお友だちをみんなで歌を
うたってお祝いしよう♪

　
☆保健師さんのお話

12月22日（金）10：45～11：00　
冬の感染症のことや子育てに関したお話
やアドバイスがありますよ！！

佐藤 琉
る あ

海ちゃん
（赤　沢）

保健だより　 12 月分

今年も残すところ、あと１ヶ月にな
りましたね。子ども達も大きく成長し
た１年だったのではないでしょうか。
寒い冬の期間は感染症などに気をつけ
ながら過ごしていきましょう。

お下がり会へご協力くださった方、
誠にありがとうございました。

佐藤 蒼
そ ら

空ちゃん
（赤　沢）

☆ 12 月の予定 （時間 9：30 ～ 14：30）

日 月 火 水 木 金 土
１ ２

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
31

☆イベントの申し込みに関係なく利用できます。

☆スタッフがお待ちしております。プレママ
さんもどうぞ。

：わいわい広場の開催日です。

【問い合わせ】　井川こどもセンター
　電話 874-4151　有線 4305

今月の予定

ぼくたち、わたしたち
むしば なかったよ！

（１歳６か月児、３歳児） 

わ い わ い 広 場

定期予防接種・子宮がん検診のお知らせ
【定期予防接種】

▼予防接種の種類：ＭＲワクチン、ＢＣＧ、四種混合、不活化ポリオ、
日本脳炎、小児用肺炎球菌、ヒブ（Hib）、水痘、B 型肝炎

▼実施方法：秋田県内予防接種協力医療機関での個別接種
※医療機関の詳細については、井川町健康センターへお問い合

わせください。医療機関によって予約制で実施している場合
や実施曜日、実施時間が決まっている場合がありますので、
事前にご確認ください。

▼持参するもの：母子健康手帳、予診票

【子宮がん検診】

▽子宮がん検診を町と契約した医療機関で受ける事ができます。
※詳しくは、健康センターにお問い合わせください。

 【問い合わせ】井川町健康センター  電話 874-3300 ／有線 4455
広場で楽しく過ごす様子です。

健康相談・母子健康手帳交付
月　日 健 診 名 内　　　　容 時間・会場

12月4日
18 日
（月）

健 康 相 談 健康・栄養・睡眠に関する相談 9：00 ～ 17：00
健康センター母 子 健 康

手 帳 交 付
母子健康手帳・妊婦健康診査受診票
の交付、保健指導、栄養指導

１歳６か月児健診・２歳児歯科検診、すくすく学級
月　日 健 診 名 対　象　者 内　　容 受付時間・会場

12 月 22 日
（金）

１歳６か月児
健 診

H28 年
3 月～ 5 月生まれ

身体計測、保健指導
内科診察、栄養指導

13：00 ～ 13：15
健康センター

２ 歳 児
歯 科 検 診

H27 年
7 月～ 9 月生まれ 歯科検診、保健指導 12：45 ～ 13：00

健康センター
す く す く
学 級 H29 年 10 月生まれ

身体計測、保健指導
離乳食について

9：30 ～ 9：45
健康センター

○健診の時は、問診票、母子健康手帳、バスタオルをお忘れなく。

子宮がん・乳がん検診の予約
医療機関 実施日及び受付時間 予約受付先

秋田厚生
医療センター

電話予約は毎週月～金曜日の 13：30 ～ 15：30
検診当日は 8：00 までに病院外来受付窓口へ

病院 ･ 保健活動室
電話 880-3013

食生活改善推進協議会・食生活改善推進員養成講座
月　日 内　　　容 受付時間・会場

12 月 19 日
（火）

・レクダンス（軽体操）
・「だし活学習会」講話、調理実習ほか

9：30 ～ 13：00
農環センター

19
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お願い：〝慶弔だより〟に氏名等の掲
載を希望されない方は、届け出の際に
『戸籍窓口』へお申し出ください。

だより
（10/21～11/20届出）

人口などの動き
（11 月１日現在）

人　口　男　2,314 人（ －   40）

女　2,560 人（ －   56）

計　4,874 人（ －   96）

世帯数 1,746 戸（ 　     1）

（　）内は前年同月との比較

□お誕生おめでとう
　中山　侑

ゆ う り

李（洋一・加奈子）
□ご結婚おめでとう

♡今野　誠　（にかほ市）
　伊藤美保子（上　村）

♡山形　研誌（東京都）
　伊藤真祐美（小今戸）

♡伊藤　曜　（海老沢）
　向山　沙恵（埼玉県）

♡伊藤　奎晟（中下村）
　齊藤　縁　（秋田市）

□お悔やみ申し上げます
中山　ミン（84 歳・小今戸）
藤田　明子（83 歳・新屋敷）
佐藤　健治（90 歳・田　中）
伊藤　幡子（85 歳・大　倉）
伊藤　久男（78 歳・中下村）

慶 弔

善 意
□地域福祉基金へ
・海老沢町内の齊藤榮子さんより亡夫

東一さんの香典返しとして

・小竹花町内の浅野良文さんより亡母
チヤさんの香典返しとして

― ありがとうございました ―

中学生に「税」を正しく理解して、納税意識を高めて
もらうため、毎年、秋田北税務署管内で行われている「税
についての作文コンクール」が今年も実施されました。

「くらしを支える税」をテーマとし、3 年生を対象に募
集した結果、入賞作品が決定しましたのでご紹介します。

井川中学校３年
浅野 知里さん

～井川中３年生が『税』について考えました～

秋
田
県
納
税
貯
蓄
組
合

連
合
会
会
長
賞 

恵
ま
れ
た
存
在

私
た
ち
の
学
校
に
は
エ
ア
コ
ン
が

備
わ
っ
て
い
る
。
夏
に
な
り
、
外
の

気
温
が
三
十
度
近
く
ま
で
上
昇
し
て

も
、
教
室
内
は
涼
し
く
、
快
適
な
環

境
で
授
業
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
て

い
る
。
こ
の
夏
ま
で
、
私
は
こ
の
事

が
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
た
。

私
は
今
年
、
中
学
三
年
生
と
な
り

高
校
進
学
の
た
め
、
あ
る
学
校
の
学

校
説
明
会
へ
参
加
し
た
。
そ
の
学
校

は
最
近
校
舎
を
建
て
替
え
た
ば
か
り

だ
っ
た
た
め
、
体
育
館
や
ト
イ
レ
、

教
室
が
新
し
く
と
て
も
キ
レ
イ
だ
っ

た
。
も
ち
ろ
ん
教
室
に
エ
ア
コ
ン
も

備
わ
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
友
人
と

共
に
部
活
動
の
見
学
を
し
て
回
っ
て

み
る
と
、
ど
こ
の
教
室
も
エ
ア
コ
ン

を
使
用
し
て
い
な
か
っ
た
。
私
は
友

人
に
向
か
っ
て
、「
エ
ア
コ
ン
つ
け

れ
ば
い
い
の
に
ね
。」
と
問
い
か
け

た
。
す
る
と
、
友
人
か
ら
こ
ん
な
答

え
が
返
っ
て
き
た
の
だ
っ
た
。「
た

し
か
に
暑
い
も
ん
ね
。
で
も
、
私
が

他
の
学
校
の
説
明
会
に
行
っ
た
時
、

エ
ア
コ
ン
は
な
か
っ
た
よ
。
そ
れ
に

こ
の
学
校
み
た
い
に
新
し
く
な
か
っ

た
か
ら
、
ト
イ
レ
も
和
式
だ
っ
た
。」

こ
れ
を
聞
い
て
私
は
と
て
も
お
ど
ろ

い
た
。
私
た
ち
の
学
校
も
新
し
い
た

め
か
、
ト
イ
レ
は
洋
式
で
エ
ア
コ
ン

も
あ
る
。
こ
の
当
た
り
前
だ
と
思
っ

て
い
た
環
境
が
実
は
特
別
で
、
と
て

も
恵
ま
れ
た
こ
と
な
ん
だ
と
私
は

こ
の
と
き
初
め
て
気
が
付
い
た
。

だ
が
、
こ
の
事
実
を
知
る
と
同
時

に
私
の
中
に
小
さ
な
疑
問
が
生
ま

れ
た
。
私
の
住
ん
で
い
る
町
は
決

し
て
大
き
な
町
で
は
な
い
。
そ
れ

な
の
に
、
ど
う
し
て
「
特
別
な
環

境
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
た
の

か
。」「
い
っ
た
い
ど
こ
か
ら
こ
の

環
境
を
つ
く
る
た
め
の
お
金
が
捻

出
さ
れ
た
の
か
。」　

祖
父
に
尋
ね

て
み
る
と
、「
学
校
で
使
わ
れ
て

い
る
備
品
の
購
入
や
使
用
料
金
は

税
金
で
賄
わ
れ
て
い
る
。」
と
教

え
て
く
れ
た
。
今
ま
で
税
金
の
使

い
方
を
知
ら
な
か
っ
た
私
は
税
金

に
対
し
て
あ
ま
り
良
い
イ
メ
ー
ジ

を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
こ
れ

を
き
っ
か
け
に
私
の
持
つ
税
金
の

イ
メ
ー
ジ
は
変
わ
っ
た
。そ
し
て
、

「
他
に
は
ど
ん
な
使
い
道
が
あ
る

の
だ
ろ
う
か
。」
と
、
興
味
が
わ

い
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て

調
べ
て
み
る
と
他
に
も
様
々
な
使
い

道
が
あ
っ
た
。『
道
路
の
整
備
』
や

『
図
書
館
に
あ
る
本
』、『
公
共
施
設

の
運
営
』
な
ど
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん

の
身
近
な
場
所
で
税
金
は
使
わ
れ
て

い
た
。
こ
の
事
を
知
り
、
私
の
中
の

税
金
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
だ
け
で
は

な
く
、
見
方
も
変
わ
っ
た
。

私
た
ち
の
生
活
は
税
金
に
よ
っ
て

支
え
ら
れ
て
い
る
。
普
段
の
生
活
か

ら
、
私
た
ち
は
こ
の
恵
ま
れ
た
環
境

に
感
謝
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

し
て
、
こ
の
先
の
未
来
で
よ
り
良
い

環
境
を
つ
く
る
た
め
に
、
自
分
も
社

会
人
に
な
っ
た
ら
し
っ
か
り
と
税
金

を
納
め
よ
う
と
思
っ
た
。

こ
れ
か
ら
の
日
本
の
未
来
を
担
っ
て
い

く
の
は
私
た
ち
。
そ
の
私
た
ち
が
「
今
」

税
金
の
あ
り
が
た
さ
を
知
り
、
税
金
を

し
っ
か
り
納
め
る
こ
と
が
日
本
の
未
来
を

良
く
す
る
た
め
に
一
番
大
切
だ
と
思
う
。

施設の利用状況（10 月）
(　　) 内は４月からの累計 

■町内無料巡回バス 1,789 人（ 13,206 人）
■環境改善センター 1,312 人（ 7,207 人）
■町民体育館 999 人（ 7,708 人）
■町民武道館 371 人（ 2,812 人）
■町営野球場 139 人（ 2,259 人）
■スポーツ交流館 484 人（ 1,461 人）
■定住促進センター 1,258 人（ 8,949 人）
■日本国花苑施設 1,523 人（ 10,662 人）
■老人福祉センター 1,207 人（ 7,680 人）
■ごみ処理場 83 ｔ（ 584 ｔ）
■し尿処理場 15 kl（ 80 kl ）
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